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立

の

春

に

思

う
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なもの（取捨は編集部に一任） 

二、詩歌俳旬川柳一人二首二旬 

三、投稿締切 毎月五日 

四、投稿先 方城村公民館 

副
館
長
 
高
 

津
 

久
 

雄
 

新
聞
に
依
れ
は
、
昨
年
九
月
サ
ン
ア
ラ
ン
 

ジ
ス
コ
に
於
て
、
米
英
を
は
じ
め
四
十
八
 

カ
国
の
手
で
調
印
さ
れ
た
o

講
和
条
約
が
 

ト
ル
1

マ
シ
大
統
領
の
批
准
書
名
に
依
り
 

四
月
二
十
八
日
に
其
の
効
力
を
発
生
す
る
 

こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
日
本
 

は
待
塑
の
独
立
を
迎
え
る
の
だ
o

終
戦
後
 

永
い
間
、
占
領
軍
政
下
に
置
か
れ
て
、
日
 

本
人
自
身
の
力
と
考
え
に
依
る
政
治
と
云
 

う
も
の
が
全
々
認
め
ら
れ
ず
一
々
マ
ッ
カ
 

サ
ア
1

の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
民
主
々
義
の
植
 

付
で
不
磨
の
大
典
を
誇
称
し
た
君
主
憲
法
 

が
在
民
主
権
の
憲
法
に
改
正
さ
れ
た
り
、
 

男
女
同
権
の
保
障
が
戸
主
権
と
家
を
認
め
 

な
い
改
正
民
法
の
実
現
と
な
っ
た
り
し
た
 

婦
人
の
開
放
と
参
政
権
の
附
与
、
労
働
基
 

準
法
の
制
定
、
農
地
開
放
の
断
行
、
六
」1 

制
数
育
制
度
の
実
施
、
共
同
募
金
制
度
等
 

々
、
目
新
し
い
制
度
が
数
多
く
実
施
さ
れ
 

た
。
然
し
之
等
の
制
度
の
総
て
が
必
ず
し
 

も
日
本
の
実
情
に
適
し
た
も
の
で
も
な
か
 

っ
た
よ
う
だ
し
、
必
ず
し
も
日
本
人
の
欲
 

し
た
制
度
ば
か
り
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
 

と
は
云
え
、
独
立
を
機
会
に
徒
ら
に
、
過
 

去
の
あ
り
方
に
対
し
何
に
か
反
発
的
、
破
 

壊
的
態
度
に
出
る
こ
と
も
慎
重
を
期
さ
ね
 

ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
ま
ず
此
の
際
吾
等
は
 

独
立
の
喜
び
を
持
つ
と
共
に
、
静
か
に
自
 

己
を
反
省
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
 

、り。 
敗
戦
の
も
た
ら
し
た
最
も
大
き
い
精
紳
的
 

打
撃
は
何
と
云
う
て
も
、
日
本
人
が
日
本
 

人
と
し
て
の
誇
り
を
喪
う
た
こ
と
で
あ
っ
 

た
。
自
己
を
喪
っ
た
依
頼
心
で
あ
り
、
場
 

合
に
依
っ
て
は
不
当
に
自
己
を
卑
下
し
た
 

精
紳
で
あ
っ
た
。
米
人
の
為
す
こ
と
は
何
 

事
に
拘
ら
ず
、
範
と
す
べ
し
と
云
う
観
念
 

で
あ
っ
た
。
婦
人
が
真
赤
な
ロ
紅
を
つ
け
 

て
得
々
た
る
顔
を
し
、
大
人
が
チ
ユ
l

イ
 

ン
ガ
ム
を
か
む
こ
と
を
以
て
文
化
人
を
気
 

取
っ
て
見
た
り
一
寸
理
解
に
苦
し
む
仕
事
 

】
」
プ
v
L
・

か

 
‘
、
‘
・
・
、
ン
「
 

の
数
々
が
あ
っ
た
。
然
し
最
近
講
和
の
時
 

来
る
の
声
と
共
に
、
日
本
人
間
に
日
本
人
 

意
識
が
漸
次
強
く
取
り
戻
さ
れ
て
来
つ
、
 

あ
る
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
現
象
の
ー
つ
で
あ
 

る
と
思
わ
れ
る
一
。
 

日
本
の
社
会
で
最
も
著
し
い
鍍
行
的
存
在
 

は
婦
人
の
地
位
の
問
題
で
あ
っ
た
。
見
方
 

に
依
れ
ば
婦
人
は
男
性
の
従
物
視
さ
れ
る
 

程
度
の
も
の
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
法
 

律
の
上
に
於
て
も
婦
人
は
妻
と
な
る
こ
と
 

に
依
っ
て
無
能
力
者
の
扱
を
受
け
る
こ
と
 

に
な
り
、
社
会
的
に
も
一
個
の
人
格
者
と
 

し
て
の
待
遇
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
で
あ
 

る
。
女
房
賢
う
し
て
牛
を
売
り
損
う
と
か
 

雌
鳥
が
歌
う
と
か
、
婦
人
は
何
処
ま
で
 

も
内
助
者
と
し
て
の
立
場
に
於
て
し
か
認
 

め
ら
れ
ず
、
日
本
人
の
地
位
は
誠
に
恵
ま
 

れ
ぬ
不
自
然
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
 

実
で
あ
る
。
終
戦
後
占
領
軍
が
第
一
に
手
 

を
付
け
た
の
が
婦
人
開
放
の
問
題
で
あ
っ
 

たo

憲
法
に
於
て
男
女
両
性
の
平
等
が
規
 

定
さ
れ
、
次
に
民
法
の
条
文
か
ら
妻
の
無
 

能
力
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
十
日
は
日
本
の
女
性
 

が
は
じ
め
て
、
与
え
ら
れ
た
参
政
権
を
行
 

使
し
て
選
挙
に
投
票
し
た
記
念
す
べ
き
婦
 

人
開
放
の
第
一
で
あ
っ
た
の
だ
6

婦
人
の
 

立
場
か
ら
否
、
日
本
の
社
会
制
度
の
上
か
 

ら
見
て
、
之
は
大
変
な
改
革
で
あ
っ
た
筈
 

で
あ
る
。
 

然
る
に
農
村
婦
人
の
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
 

う
か
？
相
変
ら
ず
子
供
を
生
む
こ
と
、
炊
 

事
を
す
る
こ
と
、
洗
濯
を
す
る
こ
と
、
家
 

の
掃
除
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
野
良
の
仕
 

事
に
終
日
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
甚
だ
 

し
い
家
庭
に
於
て
は
日
常
の
小
使
銭
す
ら
 

一
々
主
人
に
貰
う
始
末
で
折
角
女
学
校
や
 

中
学
、
高
等
学
校
で
勉
強
し
た
知
識
を
利
 

用
し
ょ
う
と
し
な
い
ば
か
り
か
其
の
始
ん
 

ど
を
忘
れ
て
、
何
等
悔
ゆ
る
所
も
な
く
、
 

現
在
で
は
婦
人
雑
誌
は
お
ろ
か
、
其
の
日
、
 

・
ぐ
、
、
の
新
聞
で
さ
え
読
ま
ぬ
人
に
な
り
切
 

っ
て
い
る
婦
人
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
無
 

自
覚
と
云
え
ば
、
余
り
に
も
無
自
覚
と
云
 

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
は
婦
人
の
開
放
 

は
名
の
み
で
婦
人
自
身
の
向
上
の
望
み
難
 

き
は
勿
論
の
こ
と
、
其
の
弊
は
子
弟
の
教
 

育
上
に
も
、
大
き
く
は
日
本
の
再
建
に
も
 

影
響
す
る
所
が
大
き
い
こ
と
に
思
い
を
致
 

さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
婦
人
の
恵
ま
れ
ぬ
立
 

場
に
対
す
る
あ
き
ら
め
と
新
し
い
事
を
好
 

ま
ぬ
封
建
の
習
性
か
ら
、
も
う
帰
人
自
身
 

の
力
で
ぬ
け
出
る
時
機
が
来
て
い
る
の
で
 

は
な
か
ろ
う
か
？
 

国
民
の
教
養
水
準
を
、
国
際
水
準
に
引
上
 

げ
る
為
に
は
、
六
年
の
義
務
数
育
を
、
八
 

年
に
延
長
す
べ
き
で
あ
る
と
云
う
の
は
、
 

戦
前
に
於
け
る
教
育
制
度
の
改
革
意
見
で
 

あ
つ
た
。
終
戦
後
占
領
軍
の
示
唆
で
、
所
 

謂
六
三
制
の
義
務
教
育
が
実
施
さ
れ
た
o
 

敗
戦
直
後
の
経
済
界
混
乱
の
中
に
中
学
建
 

設
の
大
事
業
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
校
舎
 

の
不
足
、
教
材
の
不
整
備
、
教
職
員
の
不
 

適
格
等
、
雑
多
な
不
都
合
が
招
来
さ
れ
た
 

校
舎
建
暴
等
の
問
題
で
町
村
長
が
責
任
辞
 

職
し
た
も
の
が
全
国
で
約
一
八
〇
人
も
あ
 

っ
た
と
云
う
か
ら
に
は
並
大
低
の
事
業
で
 

は
な
か
っ
た
と
云
う
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
 

訳
だ
が
、
中
学
教
育
も
漸
く
軌
道
に
乗
っ
 

て
来
た
感
が
あ
る
。
本
村
に
於
て
も
第
一
 

次
の
増
築
に
際
し
て
は
寄
附
金
問
題
で
紛
 

議
が
重
ね
ら
れ
、
第
三
次
の
増
築
で
は
位
 

地
の
問
題
で
兎
角
の
意
見
は
あ
っ
た
が
、
 

曲
り
な
り
に
も
中
学
整
備
の
あ
ゆ
み
は
、
 

進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
第
三
次
 

の
増
築
が
二
十
六
年
度
に
完
了
し
、
二
十
 

七
年
度
と
運
動
場
が
実
現
す
れ
ば
一
鷹
設
 

置
の
問
題
は
完
備
す
る
訳
で
あ
る
。
此
の
 

上
は
内
容
の
充
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
何
 

よ
り
も
先
ず
よ
き
教
職
員
を
得
る
こ
と
が
 

必
要
で
あ
る
と
思
う
。
現
在
村
部
に
し
て
 

も
、
炭
坑
方
面
に
し
て
も
、
文
化
の
問
題
 

が
執
り
上
げ
ら
れ
、
個
人
の
教
養
が
論
じ
 

ら
れ
、
生
活
の
改
善
が
叫
ば
れ
る
雰
囲
気
 

が
醸
生
さ
れ
つ
、
あ
る
が
、
之
は
海
外
か
 

ら
の
引
揚
者
又
は
都
会
か
ら
の
疎
開
者
に
 

依
る
知
識
人
の
転
入
に
負
う
所
が
多
い
よ
 

う
だ
。
十
年
一
日
の
習
性
に
慣
れ
て
来
た
 

農
村
に
は
確
か
に
新
味
の
あ
る
刺
戟
を
与
 

え
た
こ
と
、
思
わ
れ
る
。
農
村
に
も
農
村
 

人
相
懸
の
文
化
と
数
養
が
あ
っ
て
よ
い
筈
 

で
あ
る
。
麦
の
生
育
と
、
米
の
収
穫
高
の
 

み
が
農
村
人
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
の
 

で
は
哀
れ
で
あ
る
。
旧
慣
を
捨
て
た
近
代
 

化
さ
れ
た
生
産
技
術
を
以
て
す
る
農
事
経
 

営
に
依
る
収
入
の
増
加
を
考
え
た
い
。
衣
 

食
住
の
面
に
も
文
化
の
香
り
を
漂
し
た
い
 

も
の
で
あ
る
。
人
生
を
楽
し
む
上
に
於
て
 

年
に
一
度
や
二
度
の
家
族
旅
行
も
望
ま
し
 

い
。
視
野
の
狭
い
利
己
的
な
策
謀
と
慾
の
 

権
化
と
な
っ
た
農
奴
の
み
に
く
い
姿
か
ら
 

一
日
も
早
く
蝉
脱
し
た
い
も
の
で
は
あ
る
 

が
、
之
は
何
と
云
う
て
も
、
教
育
の
切
で
 

矯
正
し
て
行
く
外
に
途
は
あ
る
ま
い
。
 

教
育
だ
！
教
育
だ
n
教
育
こ
そ
全
村
民
が
 

否
全
日
本
人
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
 

其
の
総
カ
を
挙
げ
て
為
す
べ
き
大
事
業
で
 

あ
る
べ
き
だ
。
 

方
城
村
は
方
城
村
民
の
方
城
村
で
あ
る
。
 

日
本
は
日
本
人
の
日
本
で
あ
る
。
此
の
村
 

を
よ
く
し
、
日
本
を
よ
く
す
る
こ
と
は
結
 

局
は
村
民
で
あ
り
、
日
本
人
で
あ
る
各
自
 

自
身
が
も
っ
と
ノ
、
、
真
剣
に
考
う
べ
き
問
 

題
で
は
あ
る
ま
い
か
？
 

方
城
村
少
年
園
歌
試
作
 

弁
城
小
学
校
長
 
森

 

田
 

悟
 

一

 

露
も
晴
れ
る
福
智
の
嶺
に
 

朝
日
の
光
さ
わ
や
か
に
 

輝
き
初
め
る
少
年
の
 

燃
ゆ
る
希
望
の
方
城
村
。
 

一
 
一
 

文
化
の
里
の
創
造
に
 

正
義
を
誇
る
少
年
団
 

・
使
命
も
重
く
雄
ら
か
に
 

吾
等
が
行
先
に
は
意
義
深
し
。
 

三
 

斜
陽
も
落
ち
て
タ
察
に
 

‘
ま
た
、
く
星
も
限
り
な
く
 

意
見
に
花
咲
く
自
治
会
は
 

明
日
の
社
会
の
建
設
譜
。
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①青年畢級開設の希望 

(2) 報
 

時
 

館
 

民
 

公
 村

叫
警
航
纏
勲
騒
競
慧
議
確
巽
叫
蟻
 

城
 
二
喫
濁
浮
与
m
●
議
」
一
年
生
で
進
学
し
な
い
男
四
 

方
 

第
一
回
運
管
審
議
曾
 

前
号
で
発
表
の
通
り
二
十
七
年
度
公
民
館
予
算
が
決
定
し
た
の
 

で
、
こ
れ
が
具
体
的
実
行
案
討
議
の
為
め
四
月
十
八
日
運
営
審
 

議
委
員
会
を
開
催
慎
重
審
議
次
の
様
な
具
体
案
を
決
定
し
た
。
 

一
、
兼
て
の
地
域
館
員
の
要
望
に
答
え
分
館
に
関
す
る
規
則
の
 

一
部
を
改
正
し
方
城
炭
坑
分
舘
区
域
を
各
区
軍
位
と
し
て
六
 

分
館
に
改
組
し
畑
分
館
か
ら
広
谷
分
館
を
独
立
、
こ
れ
で
方
 

城
村
分
館
は
二
十
九
分
館
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
 

二
、
定
期
講
座
の
留
設
従
来
の
大
衆
講
座
の
成
果
を
勘
案
し
各
 

分
館
単
位
に
毎
月
一
回
以
上
分
館
の
緊
急
課
題
を
取
上
て
開
 

設
す
る
が
日
程
講
師
に
つ
い
て
は
本
館
と
緊
密
な
連
絡
の
も
 

と
に
実
施
す
る
 

三r

青
年
学
級
の
開
設
 

新
制
中
学
卒
業
者
か
ら
十
八
才
迄
の
勤
労
青
年
を
対
象
と
し
 

て
年
間
二
百
時
間
以
上
開
設
す
る
 

四
、
十
六
粍
映
写
機
を
購
入
し
各
分
館
に
於
て
視
覚
教
育
の
促
 

進
を
期
す
る
 

五
、
図
書
館
の
運
営
に
就
い
て
 

m
現
在
の
蔵
書
を
分
類
別
に
検
討
し
二
十
七
年
度
予
算
を
次
の
 

様
に
配
分
図
書
の
購
入
計
画
を
樹
立
し
た
 

総
記
三
、
哲
学
三
、
歴
史
科
学
五
、
社
会
科
学
一
〇
、
自
然
 

学
一
〇
、
工
学
二
、
産
業
三
〇
、
芸
術
二
、
語
学
二
、
文
学
 

一
〇
、
新
聞
雑
誌
其
他
二
三
％
の
範
囲
内
で
優
良
図
書
を
選
 

定
す
る
。
 

②
巡
回
文
庫
 

本
村
の
地
理
的
条
件
を
考
慮
し
十
冊
乃
至
二
十
冊
程
度
の
文
 

庫
を
作
製
。
毎
月
一
回
受
入
準
備
の
整
っ
た
分
館
か
ら
順
次
 

巡
回
閲
覧
に
供
す
る
o
 

以
上
の
大
綱
が
決
定
し
た
で
更
に
四
月
二
十
四
日
分
館
長
会
議
 

を
開
い
て
分
館
活
動
の
具
体
案
を
討
議
し
分
館
の
旺
盛
な
推
進
 

力
と
呼
懸
し
て
本
館
活
動
を
展
開
し
文
化
方
城
建
設
に
通
進
す
 

る
こ
と
、
な
っ
た
。
 

青
年
畢
級
開
設
世
論
調
査
 

七
多
、
女
三
四
名
、
計
八
一
名
。
 

二
、
場
所
 
方
城
中
学
校
、
 

三
、
期
日
 

三
月
十
三
日
・
 

四
、
方
法
 
無
記
名
で
各
項
目
毎
に
〇
印
を
附
け
さ
せ
生
徒
相
 

互
間
の
話
合
を
禁
止
し
本
人
独
自
の
意
志
を
卒
直
に
記
入
し
 

得
る
様
う
特
別
の
考
慮
を
払
っ
た
。
 

五
、
調
査
担
当
者
 
荒
木
主
事
、
葛
原
書
記
 

農業炭坑 

姦 総計
 

男女男 I女 
H）希望す る 

（司希望しなし、 

ひりどうでもよい 

計 

48267 81 13183 34 358 4 47 7 122 21 9 7 3 29 6 6 1 13 
161 1 18 

②開設希望の理由 

麟 
炭坑 計 総 

男女割 男I女 
H ）上級学校へ行 
けぬため 

（口）社会人として 
の人格情操をみ 
がくため 
囚そ の 他 

計 

2
 

14 

16
 

1
 

4
 

1
 

6
 

3
 

14
 

2
 

19
 

7
 

38
 

3
 

48
 

2
 

10
 

1
 

13
 

5
 

28
 

2
 

35
 

1
 

6
 

7
 

④開設日程の希望について 

塁劃炭茸L量し総 
男プぐ男I女l男l女計 

H ）全 日 制 2 
（口〕週一回 日曜 7 
7り週一回 土曜 3 
目週 二 回4 

旨ト Iュ6 

1
5
0

~
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2
6
2
9
 19
 

2
5
0

~
7
 

4
 13
 

S
 13
 

35
 

7
 23
 

5
 13
 

48
 

3
 10 

0
~
 13
 

⑤教授時間について 

I 禁
 
畿騒弊 
711 司2 15 

2 ュ314 

8 0 16 0 16 

2 5 3 1C13 

1馴7 351348 

時
 
時
 
時
 
時
 

12 

4
 

9
 

4
 

時
一
時
一
時
一
時
後
 

9
 

1
 

6
 

9
午

計

 

前
 
後
 
後
 
前
一
 

午
 
午
 
午
 
午
 

ぐ
 
ブ一 

パ‘ 

=4
 

6
 

1
 

8
 

1
 

16 

1
 

0
 

0
 

5
 

6
 

③開設を希望Lない理由 

麟
 

炭坑割・総 

矧女男女剖 
000 1 1 

2 8 2 1012 

00000 

0 1 03 3 

0001 1 

536 3 9 

7 128 1826 

什）面倒だから 

（ロ）家業の手伝に 
追われるため 

ひり今更勉強して 
も追付んので 

目家庭で独学す 
る 

的自由に遊びたい 

N その他 

計 

0
 

0
 

0
 

~
 
~
 
1
 
1
 

1
 

2
 

0
 

2
 
1
 
~
 
6
 

⑤教授科目について（延数） 

麟 迦iー赴総 
馴女男女計 

イ）料 理 0 

ロ）裁 縫0 

7り生 花b 

肖政 治ュ0 

的経 済‘5 

N 社 会10 

Iト）職 能 技術 ]3 

田保 健 衛生 4 

切そ の 他！1 
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納
税
強
調
月
間
 

財
 

務
 

課
 

皆
さ
ん
、
税
金
の
納
付
は
済
み
ま
し
 

た
か
。
 

昭
和
二
十
六
年
度
の
納
税
率
は
四
月
 

二
十
日
現
在
約
九
七
％
に
達
し
ま
L
 

た
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
対
し
厚
く
 

御
札
申
上
げ
ま
す
。
 

尚
一
部
未
納
が
あ
り
ま
す
の
で
次
ぎ
 

⑦開設場所の希望 

農業炭坑 計 
男女男女男女 

」岡］訓 
H）役 場 
同伊方、弁城炭 

坑の三カ戸」〒 
ひり各部 落毎 

曹「 

2
 
0
 
4
 
6
 

6
 
6
 
4
 
16
 

6
' 
12
 

1
 
19
 

3
 
2
 
2
 
7
 

12185 35 

7
 

】
1
J
凶
 

1
 
2
 
1
 
4
 

5
 
2
 
6
 
13 

の
通
り
納
税
強
調
月
間
を
設
け
ま
し
 

た
。
御
協
力
願
い
ま
す
。
 

一
、
期
間
 
四
月
二
十
五
日
よ
り
五
月
 

二
十
四
日
ま
で
 

一
、
費
施
要
領
 

①
公
民
館
等
の
集
会
利
用
趣
旨
徹
底
 

②
見
童
、
生
徒
、
ポ
ス
タ
ー
募
集
 

入
選
作
若
千
に
賞
品
授
輿
 

③
納
税
牧
納
袋
各
戸
に
配
付
 

④
納
税
旗
の
掲
示
 

（
以
上
）
 

ブ ツ ク ルー、ム 

数
 

者
 

驚
 

閲
 

賜
 

一 
一 

」 
r
 
戸
 

勲
 
記
 学
史
学
学
）
叱
業
術
」
」
」
J
 

援
一
 

一 

一
科
科
 

一 

接
「
」
哲
歴
一
醸
喬
ぐ
」
 

4
8
 

徴
護
 

史
坑
業
 

（ど 

一 

一 

一
一
生
徒
童
他
欧
 

議
 

数
 
7
「9
一3
一 22
 

a寺
主
子
〕
加
 

《
．
”
●
．
.
.
．
●
●
“
●
一
 

交 

計 316 

7 

8
 

15 

生
徒
 

一山又 

豊
郵
 

一
般
 

計
 

⑨
ブ
ツ
ク
ガ
イ
ド
 

四
月
受
入
れ
新
刊
書
 

未未草中能鈴小 西 
川川鹿村勢木泉 日 

能草 竹信 本 
博博之田朝雄三 新 

助男次 聞 
六六 ーー商平西社 
法法聯川連法和日 
全全合柳歌 論本 
書書艦 俳 都 
追 隊 譜 市 
録 俳 大 

旬 観 

千高平浅高平植立著 
H見出田橋林村野 

武た 信者 
社順禾一雄い 之 

子・環 
朝風法農ー‘太書 
の俗医村えい陽 

歴波犯学のてとは名 
史紋罪夜生ゆし又 
事 話活か子昇 

八典 改むとる 
巻 善 耐中 



(3) I952、5、10 報
 

時
 

館
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

山

上

に

大

気

を

吸

う

 

高
 

津
 

生
 

四
月
二
十
三
日
、
此
の
日
は
塞
は
薄
曇
り
で
、
肌
寒
い
日
で
あ
 

っ
た
o

弁
城
区
常
務
中
山
英
雄
氏
の
発
起
で
凡
俗
の
平
地
で
日
 

常
の
諸
行
事
に
追
わ
れ
つ
y

け
て
居
る
者
に
は
、
視
界
無
碍
の
 

超
俗
的
山
上
か
ら
方
城
村
の
現
状
を
眺
め
、
目
つ
将
来
を
考
え
 

て
見
る
事
も
決
し
て
徒
事
は
あ
る
ま
い
と
云
う
事
で
一
日
の
清
 

遊
を
兼
ね
た
弁
城
焼
立
山
へ
の
登
山
が
行
わ
れ
た
。
 

参
加
者
の
顔
ぷ
れ
は
井
上
地
方
事
務
所
長
、
大
坪
林
務
課
長
、
 

向
津
助
役
、
伸
島
総
務
謀
長
、
荒
木
公
民
館
主
事
、
山
本
勧
《
 未
 

』一
 

主
任
、
永
野
村
会
議
員
、
小
川
中
学
校
長
、
中
村
弁
城
校
長
、
 

弁
城
区
中
山
常
務
、
永
末
副
常
務
、
弁
城
区
各
連
絡
会
長
等
、
 

一
行
十
有
六
名
で
あ
っ
た
。
上
弁
城
公
民
館
分
館
に
集
合
、
十
 

時
田
発
、
植
林
後
三
十
年
を
経
た
と
云
わ
れ
る
奥
ケ
畑
区
有
杉
 

林
の
樹
間
を
縫
い
つ
、
三
、
三
、
五
、
五
地
元
有
志
の
植
林
事
情
 

に
対
す
る
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一
行
は
元
気
に
坂
道
を
よ
じ
登
 

っ
て
行
く
、
山
上
に
一
行
の
顔
が
揃
っ
た
の
が
午
後
一
時
半
。
 

中
山
常
務
は
先
ず
本
日
の
此
の
催
に
対
し
井
上
地
方
事
務
所
長
 

並
に
大
坪
林
務
課
長
が
公
務
多
端
の
折
柄
に
も
拘
ら
ず
特
に
参
 

加
し
て
頂
い
た
好
意
を
感
謝
し
、
次
で
現
在
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
 

つ
、
あ
る
方
城
炭
坑
の
地
下
資
源
は
有
限
で
あ
る
が
故
に
、
掘
 

る
事
に
よ
り
年
々
其
の
寿
命
は
短
縮
し
て
行
く
、
今
後
水
く
て
 

四
十
年
も
期
待
し
得
れ
ば
幸
で
あ
る
が
、
炭
坑
終
息
後
の
方
城
 

・ 

村
を
考
え
る
と
誠
に
憂
慮
に
堪
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。
方
城
は
幸
 

に
も
二
千
町
歩
に
亘
る
牧
草
山
野
を
有
し
て
い
る
。
 

此
の
植
林
こ
そ
方
城
村
民
が
百
年
の
計
と
し
て
真
剣
に
考
う
べ
 

き
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。
之
に
附
随
す
る
林
道
の
開
発
、
 

更
に
は
治
山
の
問
題
に
関
連
す
る
治
水
並
に
水
源
の
函
養
ダ
ム
 

の
設
置
問
題
、
学
校
見
童
の
山
に
対
す
る
関
心
の
喚
起
等
、
之
 

等
の
問
題
に
対
し
此
の
山
上
か
ら
方
城
を
僚
徹
す
る
大
き
い
気
 

持
で
考
え
て
頂
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
云
う
の
が
 

趣
旨
で
他
意
は
あ
り
ま
せ
ん
と
述
べ
た
。
 

本
年
三
月
県
公
林
と
し
て
此
の
地
一
帯
に
植
林
さ
れ
た
ば
か
り
 

の
櫓
が
漸
く
活
着
の
色
を
見
せ
成
育
し
た
数
年
後
の
林
相
を
誰
 

の
頭
に
も
一
様
に
描
か
せ
た
よ
う
だ
。
持
参
の
弁
当
で
塞
腹
を
 

講
し
た
が
、
山
上
に
食
う
弁
当
の
味
は
又
格
別
で
あ
っ
た
。
 

明
日
の
方
城
を
も
考
え
な
い
人
の
多
い
世
俗
の
方
城
を
眼
下
に
 

広
く
、
は
れ
ば
れ
と
し
た
山
上
に
清
純
の
大
気
を
胸
一
杯
に
吸
 

い
所
謂
高
遇
の
気
持
で
方
城
村
の
将
来
を
請
り
合
う
機
会
を
持
 

っ
た
事
は
近
頃
の
快
事
で
あ
っ
た
。
 

．叱が‘m同’1；「く臣“マ 
ーm 」‘"；巽瞬砕‘舞IIi：繊魂響灘，」」，】“ 

・・ー一’鵬敏麟豊な撒’町航，・i；●i艦z'l.:,m" 

．・，”‘、：;I」， 

習 

，

」

 

地
方
自
治
制
度
は
私
達
社
会
の
為
に
あ
る
の
で
あ
っ
 

て
制
度
の
為
に
私
達
が
あ
る
の
で
は
な
い
事
は
論
を
 

侯
た
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
地
方
自
治
の
理
念
や
制
度
 

は
総
て
住
民
一
人
々
々
の
牛
活
に
生
き
て
こ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
も
の
で
言
代
え
れ
ば
生
活
そ
の
も
の
で
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

斯
様
な
私
達
の
生
活
そ
の
も
の
た
る
地
方
自
治
の
沿
 

革
を
さ
ぐ
っ
て
見
る
と
市
制
町
村
制
の
制
定
以
来
約
 

六
十
年
、
こ
の
六
十
年
の
間
に
著
し
く
充
実
整
備
さ
 

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
戸
籍
は
整
備
さ
れ
辺
 

す
う
の
村
そ
迄
学
校
が
建
ち
都
市
市
に
は
あ
ら
ゆ
る
 

文
化
、
厚
生
施
設
が
設
け
ら
れ
て
国
力
進
展
の
原
動
 

力
と
な
っ
た
。
 

現
在
自
治
制
度
は
益
々
完
備
さ
れ
、
法
解
釈
は
い
よ
 

ー
、
精
徴
を
極
め
、
各
種
の
先
例
、
実
例
は
集
積
さ
 

れ
、
地
方
財
政
も
一
鷹
量
的
に
は
膨
張
し
た
が
私
達
 

の
日
常
生
活
に
も
っ
と
も
切
実
な
要
求
の
多
く
は
地
 

方
国
体
の
自
治
活
動
に
よ
っ
て
は
充
足
さ
れ
ず
地
方
 

自
治
は
私
達
の
生
活
か
ら
次
第
に
離
れ
た
存
在
と
化
 

し
関
心
も
薄
ら
 

ー

ー

ー

ー

ー

ー

 

ぎ
興
味
も
減
退
 

す
る
に
至
っ
た
 

事
が
指
摘
さ
れ
 

る。 

め
に
尽
し
て
く
れ
る
様
な
人
物
は
影
を
ひ
そ
め
る
結
 

果
を
招
く
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
次
に
責
任
の
自
覚
 

で
あ
る
。
 

特
に
現
在
の
様
に
議
員
と
首
長
は
住
民
の
直
接
選
挙
 

に
よ
『
て
選
ば
れ
地
方
自
治
に
対
す
る
国
家
の
後
見
 

的
監
督
が
殆
ん
ど
撤
廃
さ
れ
る
に
至
り
地
方
自
治
の
 

善
い
結
果
も
悪
い
結
果
も
あ
げ
て
住
民
自
身
が
刈
り
 

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
於
て
は
住
民
の
一
挙
 

手
一
投
足
は
極
め
て
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
 

と
言
う
事
が
出
来
よ
う
。
例
え
ば
選
挙
に
於
け
る
一
 

票
は
地
方
自
治
の
成
否
を
か
け
る
も
の
と
言
う
べ
く
 

深
い
思
慮
b
毅
然
た
る
態
度
と
精
神
を
以
て
行
使
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
投
票
が
 

終
っ
た
後
に
於
て
も
不
断
に
地
方
自
治
の
成
行
を
見
 

つ
め
て
住
民
の
意
図
す
る
所
か
ら
離
れ
な
い
様
に
絶
 

え
ず
気
を
配
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
三
に
会
共
的
精
神
の
酒
養
で
あ
る
が
自
分
の
意
見
 

の
み
を
人
に
お
し
つ
け
人
の
意
見
を
虚
心
た
ん
か
い
 

地

方

自

治

ど

生

活

 

葛
 

原
 

忠
 

彦
 

例
え
ば
税
金
は
 

ー

 

と
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
り
、
監
視
や
監
督
が
 

な
け
れ
ば
醜
い
争
が
あ
と
を
絶
た
な
い
様
で
は
如
何
 

に
美
し
い
地
方
自
治
理
念
も
、
如
何
に
整
備
さ
れ
た
 

制
度
も
し
ょ
せ
ん
実
を
結
ば
ぬ
花
で
あ
る
と
言
う
外
 

は
な
い
だ
ろ
う
。
 

斯
の
様
な
状
態
で
放
置
し
て
良
い
か
、
私
達
は
根
元
 

的
な
点
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
 

一
と
し
て
地
方
自
治
に
対
す
る
関
心
の
度
合
は
ど
う
 

か
を
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 

地
方
自
治
が
う
ま
く
運
営
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
住
民
 

が
地
方
自
治
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
 

か
に
よ
っ
て
著
し
く
左
右
さ
れ
る
。
住
民
が
無
関
心
 

で
あ
れ
ば
地
方
自
治
は
住
民
の
生
活
か
ら
遊
離
し
、
 

自
治
に
対
す
る
批
判
の
欠
如
は
い
ぎ
お
い
地
方
自
治
 

の
腐
敗
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
封
建
社
会
に
於
け
る
 

中
央
集
権
政
治
に
逆
戻
り
す
る
恐
れ
が
大
で
あ
る
。
 

こ
う
な
れ
ば
「
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
政
治
」
 

と
言
う
地
方
自
治
本
来
の
精
神
は
没
却
さ
れ
、
選
挙
 

の
時
）
、
の
み
有
権
者
の
甘
心
を
買
え
ば
よ
い
と
言
う
 

様
な
事
に
な
り
、
真
に
人
格
高
燦
な
地
方
自
治
の
た
 

に
き
、
意
見
の
 

違
う
他
人
と
も
 

公
共
の
た
め
に
 

協
同
出
来
る
と
 

言
う
寛
大
な
精
 

紳
が
欠
け
て
い
て
は
社
会
的
制
度
と
し
て
の
地
方
自
 

治
は
う
ま
く
ゆ
＞
も
の
で
は
な
い
。
己
も
生
活
し
他
 

に
も
生
活
せ
し
め
る
と
言
う
会
共
的
精
碑
の
酒
養
が
 

重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

第
四
が
先
き
に
逃
『
へ
た
公
共
的
精
肺
の
露
養
と
関
連
 

性
の
あ
る
数
養
の
向
上
と
言
う
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
 

は
地
方
自
治
に
対
す
る
責
任
を
果
し
更
に
地
方
自
治
 

を
監
視
し
、
こ
れ
に
協
同
す
る
に
は
ま
ず
地
方
自
治
 

に
対
し
て
或
る
程
度
の
智
識
と
理
解
と
を
以
て
居
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
が
た
め
に
は
そ
の
滑
革
趨
勢
を
見
究
め
、
こ
れ
 

を
批
判
し
改
善
し
自
ら
そ
の
人
格
識
見
を
練
磨
す
る
 

様
に
努
め
た
な
ら
ば
や
が
て
人
聞
を
造
り
人
格
を
陶
 

治
す
る
事
に
な
り
生
活
と
地
方
自
治
が
一
体
不
離
に
 

な
る
で
あ
ろ
う
。
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自
 
由
 
詩
 

「
人
生
表
裏
」
 

光
 
井
 
数
 
雄
 

入
だ
、
（
イ
ヤ
1

だ
、
荷
車
だ
。
 

，
ハ
ス
に
、
ジ
1

プ
に
、
花
車
。
 

織
り
な
す
人
の
行
き
交
い
に
 

コ
ン
グ
 
リ
1

ト
の
長
橋
は
 

朝
、
昼
、
夜
と
休
み
な
く
 

つ
と
め
を
果
す
に
ぎ
や
か
さ
。
 

だ
が
其
の
橋
の
裏
側
で
 

蝋
煽
暮
し
に
似
通
い
て
 

夜
風
、
川
風
、
人
影
を
 

む
し
ろ
で
囲
い
、
細
々
と
 

漸
く
生
活
を
つ
g

け
行
く
 

知
る
や
橋
下
人
生
の
 

今
日
も
淋
し
い
明
け
暮
れ
を
。
 

表
通
り
の
繁
花
街
。
 

鋪
装
道
路
に
、
美
く
じ
く
 

商
品
な
ら
び
、
華
や
か
に
、
 

き
ら
び
や
か
な
る
ジ
ョ
ウ
イ
ン
ド
を
 

楽
し
く
の
ぞ
く
ア
ベ
ッ
ク
や
 

ニ 
ユ
1

ス
タ
イ
ル
が
自
慢
げ
に
 

切
っ
た
札
ビ
ラ
誇
り
顔
。
 

だ
が
そ
の
通
り
の
反
面
に
 

日
の
目
も
せ
ま
い
細
路
地
を
 

そ
の
日
も
足
ら
ぬ
食
べ
も
の
に
 

子
に
せ
が
れ
て
曇
り
顔
 

思
案
に
余
る
裏
町
の
 

知
る
や
悲
し
い
人
生
を
。
 

午
オ
ン
の
灯
り
美
く
し
く
 

都
会
の
暮
し
、
は
な
や
か
に
 

見
ゆ
れ
ど
す
べ
て
、
か
く
の
ご
と
n
 

.
 

あ
り
と
見
る
目
は
あ
や
ま
て
り
、
 

留
置
場
、
拘
置
所
の
鉄
窓
に
、
 

犯
し
た
自
己
の
贋
罪
の
 

冷
い
日
々
を
、
幾
日
と
 

重
ね
る
わ
び
し
い
人
も
あ
り
 

生
活
に
追
わ
れ
て
、
心
な
く
 

犯
し
た
者
や
、
或
は
又
 

虚
栄
の
夢
に
踊
り
出
し
 

心
の
ほ
そ
を
締
め
忘
れ
 

人
に
与
え
し
罪
の
数
 

わ
び
し
く
胸
に
一
人
泣
く
 

知
る
や
悔
悟
の
人
あ
る
を
。
 

犯
し
た
過
去
は
詮
も
な
し
 

及
ば
ざ
り
し
は
止
む
を
得
ず
 

晴
れ
て
日
輪
仰
ぐ
と
き
 

期
せ
確
固
の
信
念
で
 

再
び
重
ね
る
こ
と
な
き
を
。
 

長
い
浮
世
に
、
短
い
人
世
・
 

生
き
る
命
の
奪
さ
は
 

一
人
静
か
に
顧
み
て
 

知
る
や
悔
な
き
反
省
の
 

精
神
行
為
に
あ
る
こ
と
を
。
 

‘
、
」
‘
●
）
寸
」
，
ョ
」
、
」
喜
、
？
叫
●
差
『
R
》
）
「
，
、
＼
‘
叫
葺
ソ
ュ
」
「
、
二
嘱
準
A
（
●
γ
寸
い
 

幾
い
純
為
鋤
詠
瀞
舞
蘇
絢
舶
静
純
気
 

ひ
と
し
き
り
火
山
灰
降
る
如
く
山
熔
く
る
 

ノ
 

又
も
来
る
裏
英
彦
威
雪
つ
の
り
 

満
天
の
星
ぬ
れ
時
雨
雲
晴
れ
し
 

ま
な
じ
り
を
裂
く
大
寒
も
悲
な
く
 

帽
灯
に
御
守
り
し
か
と
初
入
坑
 

左
義
長
の
ほ
む
ら
に
ゆ
る
、
伽
藍
か
な
 

な
み
ノ
、
、
、
と
イ
y

ク
つ
ぎ
足
し
事
務
始
 

更
け
ゆ
く
も
磯
山
の
寒
灯
動
か
ざ
る
 

汗
と
ば
し
火
花
を
と
ば
し
穿
孔
す
 

か
じ
か
め
る
手
を
さ
し
の
べ
て
路
傍
の
火
 

、， 

】 

線
 

白
 

茅
 

梅
 

園
 

魁
 

陽
 

比

佐

於

 

梅
 

邸
 

炭
 

舟
 

信
 

定
 

み
 
つ
 
る
 

発
 

太
 

,

 

京
恋
し
わ
け
て
時
雨
の
こ
の
頃
は
 

金
欄
の
）
牟
朝
も
ず
の
鳴
き
渡
り
 

ど
こ
と
な
く
昔
の
し
て
お
り
霧
雫
 

秋
晴
や
島
に
ー
つ
の
井
戸
の
ぞ
く
 

病
人
に
叱
ら
れ
姦
か
ら
秋
刀
魚
焼
く
 

寒
燈
を
提
げ
ゆ
ら
ノ
、
、
と
影
運
ぶ
 

北
風
や
温
泉
突
櫓
の
麺
鳴
り
 

水
遊
び
し
て
叱
ら
れ
て
い
て
た
の
し
 

番
 

外
 

沈
丁
花
診
察
の
窓
あ
け
し
ま
つ
 

か
わ
せ
み
や
子
ぶ
な
く
わ
え
て
亭
の
上
 

一
・
 ◇

苗
代
 
管
理
 

升
撮
布
し
て
雑
草
の
生
育
を
抑
 

イ
、
ヒ
ェ
抜
き
廿
ヒ
ェ
は
一
般
 
え
る
。
 

に
稲
の
苗
よ
り
早
く
発
芽
し
伸
 
◇
審
 
枯
熱
の
防
止
廿
麦
が
成
 

蕪
挙
」
け
の
初
期
灘
難
鱒
鷺
 

ロ
、
芽
千
し
廿
芽
が
地
上
に
上
 
ほ
そ
る
d

防
止
法
と
し
て
畦
溝
 

る
迄
は
、
暖
い
日
中
は
溝
だ
け
畦
肩
に
敷
草
、
敷
藁
を
行
う
か
 

に
水
を
入
れ
芽
干
し
を
行
う
。
 

濯
水
の
出
来
る
処
で
は
畦
溝
に
 

、
濯
水
廿
深
水
と
す
れ
ば
苗
 
夜
間
水
を
通
す
。
 

が
徒
長
し
不
良
苗
と
な
る
の
で
 
◇
業
種
 

ァ
ブ
ラ
虫
の
防
除
廿
 

濯
水
に
あ
た
り
て
は
常
に
浅
水
 
菜
種
の
成
熟
期
］
に
日
照
り
が
続
 

と
す
る
こ
と
o
 

く
と
ア
．
フ
ラ
ム
ジ
の
発
生
が
多
 

ニ
、
焼
土
、
焼
籾
殻
の
撒
布
廿
 
い
の
で
B
H
c

の
粉
剤
を
反
当
 

芽
が
一
ー
二
寸
の
頃
、
焼
土
又
 
り
三
班
程
度
撒
布
す
る
。
 

は
焼
粗
殻
を
坪
当
り
、
ニ
ー
三
 
◇
甘
藷
、
苗
床
 

イ
、
土
入
れ
廿
苗
床
で
イ
モ
の
 

背
中
の
見
え
る
も
の
を
よ
く
見
 

受
け
る
が
、
こ
れ
で
は
 苗
の
成
 

育
が
よ
く
な
い
の
で
イ
モ
の
背
 

の
上
た
一
ー
一
寸
五
分
位
土
を
 

入
れ
、
芽
の
基
部
よ
り
の
発
根
 

を
促
す
こ
と
。
 

ロ
、
施
肥
‘
西
を
作
る
に
は
特
 

に
肥
料
を
多
く
や
ら
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
肥
料
と
し
て
は
下
 

肥
を
三
倍
位
に
薄
め
て
、
五
ー
 

得
ら
れ
な
い
。
堆
肥
を
鋤
込
み
 

と
し
畦
作
り
の
際
、
硫
安
一
、
 

過
リ
ン
サ
ン
ー
、
硫
酸
加
里
一
 

、
五
の
割
合
に
配
合
し
て
施
用
 

す
る
。
 

◇
読
菜
 

イ
、
定
植
廿
四
月
の
下
旬
よ
り
 

定
植
を
行
う
。
 

ロ
、
肥
料
廿
ト
マ
ト
・
ナ
ス
 

胡
瓜
等
の
果
菜
類
の
定
植
に
於
 

け
る
施
肥
は
次
の
通
り
。
 

反
当
り
、
硫
安
五
貫
ー
八
貫
、
 

過
リ
ン
サ
ン
八
貫
・
塩
化
加
里
 

（
地
温
二
十
度
以
上
）
以
降
で
 

あ
れ
ば
、
苗
の
出
来
次
第
早
目
 

に
植
付
を
行
う
。
 

ロ
、
肥
料
廿
毎
年
イ
モ
を
作
り
ー
 

や
せ
て
い
る
畑
で
は
、
肥
料
を
一
 

施
用
し
な
い
と
充
分
な
収
量
は
一
一
 ニ

ー
三
貫
を
配
合
し
て
、
耕
起
 

後
整
地
の
際
畦
上
に
施
用
す
る
 

植
付
け
後
濯
水
の
際
、
下
肥
を
 

六
・
七
に
薄
め
て
施
用
す
る
。
 

植
穴
に
下
肥
を
施
用
す
る
と
き
 

は
間
土
を
置
い
て
植
付
け
を
な
 

す
こ
と
。
 

七
日
毎
に
施
用
す
る
。
 

本
 
圃
 

イ
、
植
付
期
廿
五
月
二
十
日
 

.
 

ひ

さ

し

 

千

鶴

 子
 

芝
 

山
 

秋
 

郊
 

子
 

晃
 

鴨
 

海
 

天
 
留

翁

 

逝
 

童
 

小 ク 

鈴 

◇
編
集
子
は
毎
号
幾
分
な
り
と
も
新
鮮
味
 

に
漂
う
文
化
の
香
り
豊
か
な
も
の
に
育
て
 

た
い
と
努
め
て
い
ま
す
が
編
集
陣
の
知
能
 

技
術
の
貧
困
は
覆
う
可
く
も
な
く
、
ま
た
 

こ
ん
な
も
の
に
な
っ
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
 

お
許
し
を
乞
う
。
 

◇
毎
号
投
稿
者
が
一
定
し
て
来
ま
し
た
。
 

感
覚
の
新
し
い
新
人
の
御
投
稿
と
御
支
援
 

を
特
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

◇
図
書
館
毎
月
の
新
刊
書
の
入
荷
は
ブ
“
 

ク
ガ
イ
ド
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
か
ち
 

精
々
御
利
用
下
さ
い
。
 


